
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の地域連携だよりでは、学校からのお知らせだけでなく、地域に焦点を当てた内容にするため、 

”Atsuma Key Person”として様々な方に登場していただきました。生徒にとって、身近な方が紹介された 

り、初めて知る方もいたことと思います。登場いただいた８名の皆様、お忙しい中、取材にお付き合いい 

ただき、ありがとうございました。また、昨年度末から続く感染症防止により、学校祭をはじめとする各 

種の活動を地域の皆様に公開することができず、このたよりで写真を紹介するのみとなってしまい非常に 

残念でした。今年度は感染症防止を優先しながらも、生徒はそれぞれの行事や活動に真剣に取り組み、大 

きな成長を遂げていました。これも、様々な形で学校をお寄せいただいた保護者の皆様や地域の皆様から 

のご支援・ご協力のお陰です。職員一同、心からお礼申し上げます。新年度も、よろしくお願いします。 
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・豊かな心をもち支え合う生徒 （心） 
・自ら学び正しく判断する生徒 （学） 
・希望に燃え明るく努力する生徒（望） 
・鍛え合いたくましく生きる生徒（鍛） 

離任される先生方からの挨拶 

島津志帆先生（帯広市立第一中学校へ転勤） 

２年間大変お世話になりました。初めての

ことばかりで迷惑をかけることもあったかと

思いますが、保護者・地域の皆様のおかげで充

実した２年間を過ごすことができました。厚

真産のものを使用した給食はとてもおいし

く、もう食べられないのは非常に残念です。今

までどうもありがとうございました。 

 

雑巾を寄贈していただきました 

豊沢自治会さくらの会の皆さまより、８

０枚の雑巾を寄贈していただきました。生徒

たちの日頃の清掃活動や学期末清掃などの

時間に使わせていただきます。どうもありが

とうございました。 

咲間博輝先生（苫小牧市立啓明中学校へ転勤） 

 ＡＰＲではよく、厚真町の特産品をＰＲします。しかし私は、「厚

真の魅力はマンパワーにあり！」と６年間ずっと思い続けてきまし

た。温かく見守り協力してくださる保護者の皆様や地域の皆様、そ

して何より、「英語でも臆することなく意思疎通を図ろうとするこ

とができる」、愛すべき生徒たちのマンパワーは素敵です。生徒の

みんな、どうかコミュ科で培った力、日々の生活につなげてネ！そ

して、各々の素敵な人間関係を広げてネ！保護者の皆様、本当にお

世話になりました。ありがとうございました！ 

遠藤直葉先生（苫小牧市立光洋中学校へ転勤） 

 厚真中学校で過ごした６年間はとても楽しく充実していました。

元気で優しい生徒のみなさんと共に勉強や各行事の取り組み、なに

より合唱が本当に素晴らしかったことが思い出されます。また、保

護者の皆さま、地域の皆さまにも大変お世話になり感謝しておりま

す。厚真での思い出を胸に、これからも頑張っていきたいです。本

当にありがとうございました。 
 

 

ジェイク先生（厚真町立厚真中央小学校へ転勤） 

  １年間という短い期間でしたが、どうもありがとうございまし

た。コロナウイルスの影響で例年とは少し違った授業でしたが、生

徒たちと楽しく過ごすことができました。次は小学校での勤務です

が、時間があるときに中学校にまた訪れたいと思っています。もし

会ったら「ハロー！ジェイク！」と声をかけて下さい。ありがとう

ございました。 

 

 


